













































































































































































































































































































































































































































































1 強調引用者。Gilles Deleuze, Félix Guattari, Mille plateaux (=MP), Minuit, 1980, p. 363. ドゥンス・ス
コトゥスに由来する「此性 heccéité」を、ドゥルーズは出来事、生成の意味で使っている（Gilles 
Deleuze, Claire Parnet, Dialogues, Flammarion, 1996, pp. 111. MP, p. 633. 註 73参照）。「歴史に反して、
生成は、過去と未来、の観点から自らを思惟する〔se penser〕ことはない［思惟されることはない］」。




リティの歴史しか、ない」。MP, p. 358. 「ノマドが歴史をもたないというのは本当だ。彼らは地理
しかもたない。そしてノマドの敗北は実に完璧であったために、歴史は国家の勝利と一体化する
しかなかった」。MP, p. 490. なお、遊牧民という訳語ではなく、ノマドとしたのは、定住民との対
比で使われている点、概念的に牧畜とは分けられている点を考慮したからである。MP, p. 492.




Guattari, Qu’est-ce que la philosophie, Minuit, 1991, p. 106.
5 MP, pp. 141-150 , 168, 629-630 etc. 記号の体制は、表現と内容とに分けられるアジャンスマンの、
表現のほうにある。
6 MP, p. 542.
7 MP, pp. 528-532. 魔術師はシニフィアン的体制に、法律家はポスト・シニフィアン的体制に、それ
ぞれ対応している。
8 MP, pp. 573-574.
9 MP, pp. 580-582.
10 MP, pp. 109-116 et 629-630.
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［つまりアジャンスマン］は、ノマド的生活の一般的諸条件のなかに取り
込まれるか、それともさらに後になって封建制の定住的諸条件のなかに取り上げられるか、に応




するのではない（生産様式はこれらのプロセスに依存している ）」。MP, p. 542. MP, pp. 534 et 560.
14 第十二命題「捕獲」の節を参照。MP, Proposition XII : Capture, pp. 545-560. 特にMP, pp. 548-549 et 555.
15 MP, p. 529.
16 命題 13「国家とその形式」の節参照。MP, Proposition XIII, pp. 560-575.
17 命題 14「公理系と現状」の節参照。MP, Propositon XIV, pp. 575-591.







接近するにしたがって押し返され外部に置かれる収束点が存在している」。MP, p. 537. MP, p. 542.
20 「ところで、これらのプロセス［五つの社会的形成体のこと］はまさに、社会的トポロジーの対象
となる共存の諸変数であるから、これらに対応する様々な社会形成体は共存している。そしてこ











成体は通過することによって、時として別の形式をとることさえあった―」。MP, p. 543. これは正し
くは資本主義と原始社会との共存を示す引用ではないが、記述した一般的言明の補足となろう。
22 二つの極は以下参照。MP, pp. 531-532. 国家の三つの形式は以下参照。MP, pp. 574-575. 三つの二極性
は以下参照。MP, pp. 568-570 et 580-582. 共存の議論はされていないが、一般的言明より明らかである。
23 MP, p. 537.














力の形成体をもってさえいる」。MP, p. 540. 「要するにすべては政治である。ただしあらゆる政治
はマクロ政治
4 4 4 4 4
であると同時にミクロ政治
4 4 4 4 4
である」。強調著者。MP, p. 260. 政治と権力は第9プラトー
「1933年――ミクロ政治と切片性」に詳しい。
27 MP, pp. 446-448.
28 MP, p. 450.
29 MP, pp. 454-455.
30 MP, p. 455.
31 MP, p. 469.
32 引用者強調。MP, pp. 464-465.
33 MP, p. 467.






35 MP, p. 473-474.
36 MP, p. 474-475.
37 MP, p. 475.
38 MP, pp. 474-477.
39 MP, pp.532-533 et 570-571.
40 MP, pp. 560-563.























44 註 34参照。以下も参照。Qu’est-ce que la philosophie, pp. 47-48.





た。例えばDeleuze, Guattari, L’Anti-Œdipe, Minuit, 1972, p. 311.







48 権力と流れとの関係の詳細なメカニズムは、第 9プラト 「ー1933年――ミクロ政治と切片性」も参
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照。例えば、MP, pp. 264-271 et 275-277.
49 「国家或いは捕獲装置、とともに始まるものは、原始的諸記号系〔sémiotique〕を超コード化する一般
的記号学〔sémiologie〕である」。MP, p. 555. 「1）範列的帝国的古代国家。これらの古代国家は、隷属
機械―既にコード化された流れを超コード化する―を構成している」。MP, p. 573. MP, pp. 560 et 566.
50 MP, p. 555. 註 25参照。
51 L’Anti-Œdipe, p. 230. 
52 MP, p. 560. 「重要なのは、どのような仕方によってであれ、超コード化装置は、脱コード化された
流れ―貨幣の、労働の、所有の、…流れ―を発生させることである。これらの脱コード化された
流れは、超コード化装置の相関物である」。MP, p.561.
















実現モデルとして存在する」。MP, pp. 573-574. MP, p. 565.
56 L’Anti-Œdipe, p. 266.














60 MP, pp. 524-525.














































の中では、何も起こらない」。強調著者。Qu’est-ce que la philosophie, p. 149.
70 「超越論的領野の内在性を規定している潜在性［潜在的なもの］と、それら潜在的なものを現働化
し、かつそれ〔ママ〕を超越的な何かに変容している可能的な形相との間には、大きな差異がある」。
« L’Immanence: une vie… », p. 363.
71 ドゥルーズ哲学については例えば以下参照。吉澤保、「ドゥルーズにおける出来事 ―― ホワイト
ヘッドとともに ――」『津田塾大学紀要』No.43、2011年 3月、303-328頁。「ドゥルーズの個体化―
―ライプニッツを中心に――」、東京大学仏語仏文学研究会、『仏語仏文学研究』第 45号、2012年 8
月 1日、107-127頁。「ドゥルーズにおける個体化 ―― ホワイトヘッドとの関連で ――」、東京大学
仏語仏文学研究会、『仏語仏文学研究』第 37号、2008年 11月 15日、109-122頁。「ドゥルーズにお
ける個体化 ―― 『差異と反復』から『意味の論理学』へ ――」、東京大学仏語仏文学研究会、『仏語






















74 MP, pp. 326, 330 et 632.
75 「我々にとっての三つの大きな地層を、即ち我々を最も直接的に縛る地層を、考えてみよう。それは、
有機体、意味性、主体化である」。MP, p. 192. 意味性はシニフィアン的体制、主体化はポスト・シニフィ













77 MP, p. 639.









諸概念はそれぞれが出来事である」。Qu’est-ce que la philosophie, p. 39.
81 MP, pp. 640-641.
82 MP, p. 629.
83 MP, pp. 629-630.
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84 MP, pp. 201-204, 345-351, 633-634, 636, 639-640. 











することができる」。MP, p. 510. MP, p. 356-357. 実際の遊牧民はドゥルーズとガタリが特権化す
るノマドそのものではない。実際の知覚は純粋知覚と純粋記憶との混交にすぎないとベルクソン
は考えたが、ドゥルーズはこのベルクソンの考えを一般化し至るところで応用している（例えば、
Henri Bergson, Matière et Mémoire, in Œuvres, PUF, 1959, pp. 214-215. MP, pp. 140, 149, 182, 223 etc）。
これについての認識なしにはドゥルーズ哲学の理解はありえない。
86 註 3参照。



















92 Deleuze, Différence et répétition, PUF, 1968, pp. 255-258 ; Logique du sens, Minuit, 1969, pp. 74-82.
93 ドゥルーズ哲学については註 71の論考参照。
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